
イドは、みえませんか、と交渉したら、20分ほどでガイドさんがみえました。
彼は、優しそうな若い青年で、カーサ・アンコールホテルのロビーで、私たち

と条件を交渉した後、 IK丁 丁という所に行くことが決まりました。車で向か
ったのですが、運転手の男性はガイドさんの兄弟だつたように記憶しています。

IK丁 丁は、山奥にあるみたいだつたので、街からどんどん緑深い森林を車は
走つていき、車の中では先生

から、色々な話を聞きました。

この日のガイドさんは、どち

らかというと聞き上手な静か

な人でした。その話のなかに

は、カンボジアの学校は、午

前の部と午後の部の二部にわ

かれていて、教師も生徒も足

りないこと、農業に従事して

いる子供も多く、山奥に逃げ

込んだ牛を追つて行つた子ど

もが地雷で足をなくした、と

いうことなどを聞きました。

正直にいうと、私はカンボジ

アで地雷を踏むことを一番恐

れていたので、 IK丁丁に行
くまでに地雷があるのかない

のか、かなり不安でした。

では、また次回、お目にか

かれますように C・ 。

参 これ (右)は 10年ほど前の記

事です。森本さんと知り合つて

10年近くになります。 IKTT
は「クメール伝統織物研究所Jの

略。私はカンポジアに行くと必ず

彼を訪ねる。彼は私とは一歳上。

彼のお父さんは鈴鹿の林崎出身。

伝統の森のしントは鈴鹿の鎮守

の森だという。

彼の生き方に惚れ、私は彼と話

すと心やすらぐ。(萩森)
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カンポジア伝統の経織物を概興させた

は
本
輔
轟

旅
先
の
博
物
飾
で
見
た
そ
の
市

に
は
命
が
宿
っ
て
い
た
。
市
の
生

命
力
纏
引
き
寄
せ
ら
れ
、
復
活
に

奔
一琴
じて
．Ｄ
生
た
つ
．
薇
轟
意
意

雑
鰈
進
謙
鑢
鮮
蔽

の
経
維
物
は
、
国
民
に
黒
数
を
強

制
し
た
ポ
ル

・
ポ
ト
政
権
キ
一骨
の

後
の
戦
議
で
逮
絶
え
て
い
た
，

東
部
暴
手
締
き
菫
神
職
ム
だ
っ

た
が
、
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
饉

・せ
ら
れ
て
警
り
住
ん
だ
〓
ず
ン
富

―
ル
避
跡
群
近
く
に
設
立
し
た

「
ク
メ
ー
ル
嶺
続
織
物
研
究
所
」

の
代
表
こ
し
て
、
日
本
の
テ
レ
ビ

局
の
機
影
を
手
低
っ
て
得
る
収
入

も́
注
ぎ
込
み
．

「自
転
車
議
難
」

を
続
け
る
ｉ
今
は
約
轟
０
０
人
が

働
く
‘
難
を
械
え
壺
を
育
て
、
染

料
に
な
る
ユ
や
樹
本
を
取
り
麗
す

輩
づ
く
り
も
推
ま
っ
た
ぅ

ユ
ネ
ス
コ
螢
託
④
調
査
で
村
た

を
回
り
、
埋
も
れ
て
い
た
高
爆
の

穀
り
手
を
篠
し
轟
し
た
。
そ
の
技

能
を
著
者
が
懸
命
に
学
ぶ
‘
研
修

中
も
圭
撮
宥
一緒
、
子
連
れ
可
．
織

っ
た
布
に
は
作
り
手
の
各
を
鱗
え

る
．

「も
一
と
酔
い
物
を
作
り
た

い
、
と
静
う
気
持
零
を
支
え
る
奉

が
、
僕
の
仕
事
」
と
心
欅
轟
ラ

ス
イ
ス
砕
時
議
メ
ー
カ
ー
が
恥

諄
鍾
鱗
設
し
た

「羅
臨
』
た
金
爾

を
遂
行
す
轟
個
人
」
に
贈
ら
れ
轟

露
レ
ツ
ク
ス
置
を
圏
本
人
と
し
て

響
鍛
て
饗
け
、
こ
の
は
ど
帰
轟
報

告
彙
薇領
翻
い
た
一

織
り
を
雙
務
す
る
観
光
一旗
議

に
、
働
き
手
槌
入
ほ
ど
が
高
織
で

引
髪
繊
わ
れ
た
こ
と
も
あ
発
．
だ

が
、
中
獲
睦
灘
人
は
議
勢
を
断
警

た
。

「本
物
を
作
る
こ
こ
の
仕
事

が
好
き
、
と
言
つ
て
各
ら
え
た
名

と
笑
藤
を
見
せ
た
．）

支
　
議
見

難
子

写
真

紅
甕
　
議
藤

彙  三 輩

書久欝 さん


